
       

―
入
試
合
格
速
報 

― 
 

 

国
府
台
女
子
学
院
小
学
部 

昭
和
学
院
小
学
校 

渋
谷
教
育
学
園
幕
張
中
学
校 

開
智
中
学
校 

市
川
中
学
校 

 

昭
和
学
院
中
学
校 

秀
明
八
千
代
中
学
校 

早
稲
田
中
学
校 

日
本
大
学
第
一
中
学
校 

文
京
学
院
大
学
女
子
中
学
校 

千
代
田
区
立
九
段
中
等
教
育
学
校 

郁
文
館
中
学
校 

佼
成
学
園
女
子
中
学
校 

城
西
大
附
属
城
西
中
学
校 

京
華
中
学
校 

 
 

 

（
２
月
６
日
現
在 

小
・
中
学
校
の
み
） 

（
以
降
の
中
学
と
高
校
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
は
次
号
の
塾
報
で
発
表
致
し
ま
す
） 

合
格
者
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
！ 

そ
し
て
受
験
生
、
保
護
者
の
皆
様
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た 

「
も
う
五
分
あ
れ
ば
」 

 

塾
長 

上
谷 

恭
範 

―
試
験
終
了
時
の
ブ
ザ
ー
が
鳴
る
ま
で
あ
き
ら
め
て
は
な
ら
な
い
― 

 

「
も
う
五
分
早
け
れ
ば
と
思
う
と
、
そ
の
五
分
間
が
運
命
を
支
配
す
る
か
も

知
れ
ん
と
思
う
と
、
私
の
遺
憾
は
胸
の
中
で
湧
き
返
っ
た
。」 

（
久
米
正
雄
著
「
受
験
生
の
手
記
」
よ
り
） 

私
達
に
は
行
き
詰
っ
た
時
、
ふ
と
ヒ
ン
ト
が
浮
ん
だ
り
、
記
憶
が
よ
み
が
え

る
こ
と
が
あ
る
。
だ
か
ら
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。
試
験
と

い
う
の
は
そ
の
時
間
内
に
そ
の
問
題
を
解
い
て
合
格
点
を
取
ら
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
い
く
ら
多
く
の
知
識
が
あ
っ
て
も
そ
の
制
限
時
間
内

に
解
答
用
紙
に
正
確
に
書
い
て
な
け
れ
ば
合
格
点
は
も
ら
え
な
い
。 

試
験
は
集
中
力
と
時
間
と
の
闘
い
で
あ
る
。 

 

高
校
受
験
生
へ
の
最
終
ア
ド
バ
イ
ス 

 

柴
田 

圩 
 

入
試
は
志
望
校
の
『
合
格
点
』
を
取
れ
ば
よ
い 

高
校
受
験
生
に
向
け
て
、「
入
試
ま
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
」
を
紹
介
し 

ま
す
。
事
前
の
準
備
と
し
て
、
過
去
問
は
最
低
で
も
５
か
年
分
を
２
～
３
回
は

く
り
返
し
解
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
際
、
「
問
題
全
体
を
見
渡
す
」
→ 

「
解
け
そ
う
な
問
題
か
ら
解
く
」
→
「
最
後
の
１０
分
間
で
見
直
し
を
す
る
」 

心
構
え
で
臨
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

入
試
の
目
標
は
、
満
点
を
取
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
合
格
点
」
を 

ク
リ
ア
す
る
た
め
に
、
多
く
の
基
本
問
題
を
確
実
に
解
き
、
点
数
を
尐
し
ず
つ

積
み
重
ね
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
で
す
。 

ま
た
、
「
時
間
配
分
」
に
は
特
に
気
を
付
け
て
、
３
分
程
度
考
え
て
、
解
け

そ
う
も
な
い
と
判
断
し
た
問
題
は
、「
捨
て
る
」
こ
と
に
し
て
、
頭
を
切
り 

替
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

受
験
生
に
と
っ
て
、
入
試
当
日
の
緊
張
感
は
、
計
り
よ
う
も
な
い
独
特
の 

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、「
解
答
欄
を
間
違
え
る
」「
質
問
文
を
読
み
違
え
る
」 

な
ど
、
今
ま
で
に
決
し
て
な
か
っ
た
「
ミ
ス
」
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
の

で
す
。
入
試
は
「
心
理
戦
」
の
一
面
も
あ
る
の
で
、
周
囲
の
受
験
生
の
動
作
に

惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
で
き
る
だ
け
平
常
心
を
維
持
す
る
こ
と
に
努
め
ま 

し
ょ
う
。 

『
で
き
る 

で
き
る 

必
ず
で
き
る
』
自
分
自
身
に
暗
示
を
か
け
な
が
ら
、

当
日
に
ベ
ス
ト
の
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
健
康
管
理
に
も
配
慮
し
な

が
ら
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。
修
明
塾
の
全
て
の
先

生
た
ち
は
、
最
後
ま
で
し
っ
か
り
と
応
援
し
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

第
14
回
「親
と
子
と
教
師
の
サ
ロ
ン
」 

コ
ン
サ
ー
ト
開
催
に
あ
た
っ
て 

 

上
谷 

修
一
郎 

３
月
３
日
に
開
催
致
し
ま
す
第
14
回
親
と
子
と
教
師
の
サ
ロ
ン
に
つ
い
て 

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
回
は
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
湯
浅
桃
子
さ
ん
と
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の

皆
様
を
お
招
き
し
て
歌
曲
と
弦
楽
四
重
奏
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
中
村
学
園
の
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
ホ
ー
ル
に
て
開
催
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。 

私
は
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
武
蔵
野
市
に
お
け
る
圪
域
の
コ
ン
サ

ー
ト
の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
、
そ
の
御
縁
も
あ
っ
て
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
現

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
何
度
か
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
彼
ら
の
演
奏
は
大
変

に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
湯
浅
桃
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
も
し
か
し
た
ら
説
明
す
る

必
要
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
桃
子
さ
ん
は
東
京
芸
術
大
学
で
オ
ペ
ラ
と
声
楽
に

つ
い
て
学
ば
れ
た
後
、
ボ
ス
ト
ン
に
留
学
し
、
２
０
１
０
年
に
行
わ
れ
た
第
79
回 

日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
声
楽
部
門
に
て
第
３
位
を
受
賞
す
る
な
ど
華
々
し
い
活
躍
を

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
以
前
聞
い
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
『
魔
笛
』
に
お
け
る
夜
の
女
王

の
ア
リ
ア
は
美
し
さ
と
激
し
さ
の
同
居
し
た
圧
倒
的
迫
力
に
満
ち
て
い
た
こ
と
が 

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
又
、
普
段
は
桂
冠
指
揮
者
小
林
研
一
郎
さ
ん
の
指
揮
を
中
心
に

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
演
奏
を
さ
れ
て
い
る
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
皆
様
、 

三
好
明
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
遠
藤
直
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
山
下
進
三
（
ヴ
ィ

オ
ラ
）
、
大
石
修
（
チ
ェ
ロ
）
の
四
人
の
方
々
の
弦
楽
四
重
奏
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
実

に
見
事
で
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
中
期
の
弦
楽
四
重
奏
第
９
番
を
聞
い
た
時
に
は
、

そ
の
重
厚
な
ド
イ
ツ
的
な
響
き
に
感
動
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
演
奏
は
ま
さ
に
「
本
物
」、

「
い
い
ひ
と
」
、
「
い
い
も
の
」
に
触
れ
る
教
育
サ
ロ
ン
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
親
と
子
と
教
師
の
サ
ロ
ン
の
理
念
に
適
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
ま
す
。 

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
「
音
楽
の
玉
手
箱
」
と
題
し
ま
し
て
、
第
一
部
で
は 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」
や
ハ
イ
ド
ン
の 

「
皇
帝
」、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
「
四
季
」
等
か
ら
皆
様
の
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
楽
章

を
弦
楽
四
重
奏
で
お
届
け
致
し
ま
す
。
桃
子
さ
ん
は
先
程
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
夜
の

女
王
の
ア
リ
ア
「
復
讐
の
心
は
圪
獄
の
よ
う
に
燃
え
」
を
筆
頭
に
サ
テ
ィ
の
「
あ
な

た
が
欲
し
い
」
、
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
の
「
歌
の
翼
に
」、
フ
ォ
ー
レ
の
「
マ
ン
ド
リ
ン
」、

ウ
ェ
バ
ー
『
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
』
よ
り
「
ス
ィ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ミ
ー
」
等
こ
れ
も
皆

様
の
馴
染
み
の
あ
る
曲
を
歌
い
ま
す
。
休
憩
を
は
さ
ん
だ
後
の
第
二
部
で
は
ま
さ
に

こ
の
時
期
に
ち
な
ん
だ
曲
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
弦
楽
四
重
奏
曲
第
14
番
「
春
」
を
演

奏
致
し
ま
す
。
今
回
の
サ
ロ
ン
は
プ
ロ
の
音
楽
家
の
方
々
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
は

あ
り
ま
す
が
、
日
頃
の
皆
様
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
表
す
る
意
味
も
あ
り
ま
す
の
で
、

全
て
無
料
で
ご
提
供
致
し
ま
す
。
是
非
ふ
る
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

し
ゅ
う
め
い 
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国
府
台
女
子
学
院
小
学
部 

東
洋
英
和
女
学
院
小
学
部 

日
出
学
園
小 

千
葉
日
本
大
学
第
一
小 

成
田
高
等
学
校
付
属
小 

鷗
友
学
園
女
子
中 

浦
和
明
の
星
女
子
中 

佐
久
長
聖
中 

文
京
学
院
大
学
女
子
中 

和
洋
国
府
台
女
子
中 

足
立
学
園
中 

駒
込
学
園
中 

聖
徳
大
附
属
女
子
中 

昭
和
学
院
中 

八
千
代
松
陰
中 

秀
明
八
千
代
中 

京
北
中 

東
海
大
付
属
浦
安
中 

郁
文
館
中 

九
段
中
等
教
育
学
校 

（
23
年
度
の
結
果) 

 



音
楽
は
心
の
薬 

 
 

 
 

 
 

 

谷
本 

美
和 

私
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
音
楽
（
特
に
歌
）
が
大
好
き
で
し
た
。 

小
学
校
で
音
楽
の
教
師
を
し
て
い
た
父
方
の
祖
父
、
幼
稚
園
教
諭
を

し
て
い
た
母
方
の
祖
母
、
後
で
聞
い
た
話
で
は
、
本
気
で
歌
手
を 

目
指
し
て
い
た
!?
と
い
う
父
。
い
つ
も
だ
れ
か
の
歌
声
が
聴
こ
え
て

く
る
中
で
育
っ
た
の
で
も
ち
ろ
ん
私
も
音
楽
好
き
。
楽
し
い
時
も
悲

し
い
時
も
怒
っ
て
い
る
時
も
う
れ
し
い
時
も
感
情
を
表
現
で
き
る
音

楽
っ
て
本
当
に
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。 

た
く
さ
ん
あ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
中
で
も
、
私
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

歌
曲
が
好
き
で
す
。
歌
っ
て
い
る
と
楽
し
い
気
分
に
な
り
、
ス
ト
レ

ス
が
解
消
さ
れ
ま
す
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
は
よ
く
音
楽
療
法
に

用
い
ら
れ
、
Ｃ
Ｄ
が
発
売
さ
れ
る
ほ
ど
、
と
て
も
健
康
に
良
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
体
に
良
い
高
周
波
を
た
く
さ
ん
含
ん
で
い
て
、
脳

を
刺
激
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。
人
間
だ
け
で
は
な
く
、
植
物
や
家
畜

に
も
効
果
が
あ
り
、
ト
マ
ト
に
聴
か
せ
る
と
糖
度
が
高
く
な
っ
た
り
、

豚
に
聴
か
せ
る
と
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
ら
ず
、
上
質
な
脂
の
や
わ
ら
か

い
お
肉
に
な
る
。
と
、
テ
レ
ビ
で
話
し
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
音
楽
に
は
目
に
見
え
な
い
丌
思
議
な
力
が
あ
り
ま
す
ね
。 

み
な
さ
ん
も
、
仕
事
や
子
育
て
、
試
験
勉
強
に
疲
れ
を
感
じ
た
と

き
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
で
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
、
自
分
の
好
き
な

音
楽
を
聴
い
た
り
、
歌
っ
た
り
す
る
こ
と
で
心
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
音

楽
の
丌
思
議
な
力
を
脳
や
体
に
た
く
さ
ん
浴
び
て
み
て
く
だ
さ
い
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
、
ま
た
新
た
に
頑
張
れ
る
は
ず
で
す
。 

３
月
３
日
の
演
奏
会
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
参
加

し
、
み
ん
な
で
心
と
身
を
元
気
に
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

 
     

日
時:

２
０
１
２
年
３
月
３
日  

14
時
～
16
時
（
開
場
13
時
） 

場
所:

中
村
学
園
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル 

（
東
京
都
江
東
区
清
澄
２-

３-

15
） 

都
営
地
下
鉄
大
江
戸
線
・
半
蔵
門
線
「
清
澄
白
河
駅
」
下
車
徒
歩
３
分 

※
ど
な
た
で
も
無
料
で
ご
参
加
で
き
ま
す
。  

出
演
者 

（
敬
称
略
） 

●
歌
曲
お
よ
び
ア
リ
ア 

・
湯
浅
桃
子 

(

ソ
プ
ラ
ノ) 

・
矢
野
里
奈 

(

ピ
ア
ノ) 

◆
弦
楽
四
重
奏
：
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団 

・
三
好
明
子 

(

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン) 

 

・
遠
藤
直
子 

(

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン) 

・
山
下
進
三 

(

ヴ
ィ
オ
ラ) 

・
大
石
修 

 
(

チ
ェ
ロ) 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

◎ 

弦
楽
四
重
奏 

・
ア
イ
ネ 

ク
ラ
イ
ネ 

ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
よ
り
（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
） 

・
皇
帝
よ
り
第
２
楽
章 

 
 

（
ハ
イ
ド
ン
） 

・
四
季
よ
り
春 

 
 

 
 

 

（
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
） 

・
愛
の
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 

（
エ
ル
ガ
ー
） 

・
ユ
ー
モ
レ
ス
ク 

 
 

 
 

（
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
グ
） 

・
お
て
も
や
ん 

 
 

 
 

 

（
日
本
民
謡
） 

・
愛
の
悲
し
み
、
愛
の
喜
び 

（
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
） 

◎ 

桃
子
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー 

・
か
ら
た
ち
の
花 

 
 

 
 

（
山
田
耕
筰
） 

・
マ
ン
ド
リ
ン 

 
 

 
 

 

（
フ
ォ
ー
レ
） 

・
さ
く
ら
横
町 

 
 

 
 

 

（
中
田
喜
直
） 

・
歌
の
翼
に 

 
 

 
 

 
 

（
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
） 

・
あ
な
た
が
欲
し
い 

 
 

 

（
サ
テ
ィ
） 

・
ス
ィ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ミ
ー
／
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
』 

よ
り
（
ウ
ェ
バ
ー
） 

・
私
の
お
父
さ
ん
／
オ
ペ
ラ
『
ジ
ャ
ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ
』
よ
り 

（
プ
ッ
チ
ー
ニ
） 

・
復
讐
の
心
は
地
獄
の
よ
う
に
燃
え 

／
オ
ペ
ラ
『
魔
笛
』
よ
り
（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
） 

―
―
―
―
― 

休 

憩 

―
―
―
―
― 

・
弦
楽
四
重
奏
曲
「
春
」 

 

（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
） 

※
一
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
御
了
承
下
さ
い
。 

 そ
の
他
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
修
明
学
園
本
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

☎
０
３
―
３
８
６
２
―
９
２
１
８ 

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
と
音
楽 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

塾
長 

上
谷
恭
範 

 

私
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
育
視
察
に
出
向
い
た
の
は
、
昭
和
天
皇
の
崩
御
さ
れ
た
年
の
平
成
元
年
五
月

末
か
ら
六
月
初
め
に
か
け
て
の
十
二
日
間
で
あ
る
。
当
時
、
私
は
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
に
大
変
興
味
を

い
だ
き
、
早
稲
田
大
学
教
授
（
当
時
）
子
安
美
知
子
先
生
の
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
小
学
生
」「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

の
中
学
生
」
の
本
の
中
で
、
紹
介
さ
れ
た
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
に
感
銘
を
受
け
、
私
の
目
で
体
験
し
た

い
と
の
思
い
が
募
り
、
主
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
三
都
市
の
シ
ュ
タ
イ

ナ
ー
教
育
に
目
標
を
し
ぼ
っ
た
。
そ
の
他
、
ロ
ン
ド
ン
の
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
と
セ
ン
ト
・

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
ク
ー
ル
、
そ
し
て
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
ク
ー
デ
リ
エ
・
ス
ク
ー
ル
の
計
六
校
の
教
育
視
察

が
私
の
教
育
理
念
に
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
を
不
え
た
か
、
に
つ
い
て
、
私
の
上
梓
し
た
「
九
年
制
小
学
校

論
」（
ゆ
ま
に
書
房 

平
成
二
年
三
月
二
四
日
版
）
に
詳
細
に
著
し
て
あ
る
。 

 

今
回
は
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
で
の
音
楽
と
オ
イ
リ
ュ
ト
ミ
ー
に
つ
い
て
だ
け
述
べ
て
お
く 

一
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
校
で
教
え
る
音
楽
と
は
、
人
間
の
発
展
の
過
程
で
、
そ
れ
に
伴
う
も
の
と
し
て

の
音
楽
で
あ
る
。
楽
器
は
す
べ
て
自
分
を
表
現
す
る
た
め
の
道
具
で
あ
る
。
楽
器
を
上
手
く
演
奏 

す
る
こ
と
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
自
分
を
表
現
す
る
方
法
と
し
て
、
演
奏
の
技
術
を
学
ぶ
も
の
で 

あ
る
。
歌
、
声
楽
も
同
じ
で
あ
る
。
唄
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
を
表
現
す
る
の
で
あ
る
。 

（
バ
ー
ゼ
ル
に
あ
る
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
・
シ
ュ
ー
レ
の
ヘ
ル
先
生
の
お
話
か
ら
） 

二
、
オ
イ
リ
ュ
ト
ミ
ー
は
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
に
お
い
て
特
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
教
育 

理
念
そ
の
も
の
で
あ
る
。
人
間
に
は
（
１
）
頭
で
理
解
す
る
部
分
（
考
え
る
部
分
）
、（
２
）
体
で 

理
解
す
る
部
分
（
動
く
部
分
）
、
（
３
）
心
で
理
解
す
る
部
分
（
感
情
の
部
分
）
、
の
三
つ
の
部
分
が 

あ
り
、
こ
の
三
つ
の
部
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
も
の
、
三
つ
の
上
に
存
在
し
て
三
つ
を
統
一

し
て
い
る
も
の
が
「
私
」「
自
分
の
エ
ゴ
」
で
あ
る
。 

 

オ
イ
リ
ュ
ト
ミ
ー
を
一
言
で
言
う
と
、「
動
作
に
よ
っ
て
創
る
芸
術
」
で
あ
る
。
オ
イ
リ
ュ
ト
ミ
ー

の
行
わ
れ
る
教
室
は
バ
レ
エ
の
練
習
場
を
思
わ
せ
る
教
室
で
ピ
ア
ノ
が
一
台
置
か
れ
て
い
る
他
は
、

何
も
な
い
。
生
徒
は
25
人
く
ら
い
、
小
学
低
学
年
か
ら
14
～
15
歳
ま
で
の
生
徒
。
先
生
は
２
人
、

音
楽
を
担
当
す
る
先
生
と
、「
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
よ
う
に
、
体
の
力
を
抜
い
て
」
と
言
っ
て
、
体
の 

さ
ま
ざ
ま
な
動
き
の
実
技
を
指
導
す
る
先
生
。
心
と
体
と
感
情
が
一
つ
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、 

自
分
自
身
を
素
直
に
表
現
し
、
解
放
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
子
ど
も
は
「
大
き
く
上
へ
」
と
言
っ
て

伸
び
さ
せ
る
と
、
本
当
に
自
分
は
大
き
く
な
っ
た
よ
う
な
感
じ
に
な
る
。
生
徒
が
長
い
時
間
緊
張
を

強
い
ら
れ
た
り
、
精
神
的
に
丌
安
定
に
な
っ
た
り
し
た
時
に
、
自
分
自
身
を
取
り
戻
す
、
自
分
自
身

に
帰
る
た
め
、
つ
ま
り
自
分
自
身
を
解
放
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。 

オ
イ
リ
ュ
ト
ミ
ー
は
、
体
の
動
き
（
舞
踊
）
に
よ
っ
て
自
己
の
「
内
な
る
も
の
」
を
表
現
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
意
識
し
て
自
己
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
木
が
自
然
に
枝
葉
を
伸
ば

す
よ
う
に
、
花
が
自
然
に
開
く
よ
う
に
、
宇
宙
全
体
の
リ
ズ
ム
を
自
分
の
内
な
る
も
の
と
合
致
さ
せ

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
あ
る
フ
ラ
イ
エ
・
ヴ
ォ
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
ー
レ
の 

タ
ー
ナ
ー
先
生
と
の
お
話
か
ら
） 

最
後
に
「
今
の
（
平
成
元
年
六
月
一
日
現
在
）
日
本
に
足
り
な
い
も
の
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」

と
私
が
尋
ね
る
と
、
タ
ー
ナ
ー
先
生
は
一
言
「
詩
人
で
す
」
と
お
答
え
に
な
っ
た
。 

追
記
、
「
九
年
制
小
学
校
論 

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
＋
ニ
ッ
ポ
ン
＝
９
」
の
本
は 

全
教
室
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
読
み
た
い
方
は
、
各
教
室
の
教
師
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 

 

行 

事 

予 

定 

２
月
10
日
（
金
） 

東
京
私
立
高
一
般
・
併
願
入
試 

２
月
23
日
（
木
）
都
立
高
一
般
入
試 

２
月
29
日
（
水
）
都
立
高
合
格
発
表 

 
 

 
 

 
 

 
 

修
明
塾 

後
期
授
業
終
了 

３
月
１
日
（
木
）
修
明
塾
新
年
度
ス
タ
ー
ト 

３
月
３
日
（
土
）
第
14
回
親
と
子
と
教
師
の
サ
ロ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
オ
ペ
ラ
歌
手
湯
浅
桃
子
さ
ん
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
本
フ
ィ
ル
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
」 

３
月
９
日
（
金
）
都
立
高
後
期
・
二
次
募
集
入
試 

 

第
14
回
「
親
と
子
と
教
師
に
よ
る
学
び
の
サ
ロ
ン
」 

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手 

湯
浅
桃
子
さ
ん
と 

日
本
フ
ィ
ル
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏
「
音
楽
の
玉
手
箱
」 

 


